
4 
ホ
ル
モ
ン
処
理

5 

整
枝
①

6 

ト
ン
ネ
ル
除
去

・ 

ト
ン
ネ
ル
被
覆
を
行
っ
て
い
る
間
は
、
風
媒
や
虫
媒
で
の
交
配
が
期
待
で
き
な

い
た
め
、
ト
マ
ト
ト
ー
ン
等
の
植
物
ホ
ル
モ
ン
を
雌
し
べ
に
散
布
し
人
工
交
配

を
行
う
。

・ 

ト
マ
ト
ト
ー
ン
の
場
合
50

倍
に
希
釈
し
、
１
番
花
か
ら
４
番
花
ま
で
開
花
当
日

に
処
理
を
施
す
。

・ 

ホ
ル
モ
ン
剤
を
２
回
以
上
処
理
す
る
と
奇
形
果
等
の
原
因
と
な
る
た
め
注
意
す

る
。
花
の
色
の
濃
淡
で
処
理
済
み
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
。

・ 

主

枝
、
1

番
花
と
そ
の
１
節
下
位
の
側

枝
の
３
本
仕
立
て
と
す
る
。

・ 

生
育
初
期
に
は
、
１
番
花
よ
り
下
位
の

葉
を
健
康
に
保
つ
こ
と
で
、
上
位
葉
の

生
育
を
促
進
す
る
。

・ 

下
位
の
葉
は
、
色
が
抜
け
黄
緑
色
に
な

っ
て
き
た
ら
側
枝
と
と
も
に
除
去
す
る
。

【
ト
ン
ネ
ル
除
去
】

・ 

５
月
下
旬
、
葉
が
ト
ン
ネ
ル
に
触
れ
始
め
た
ら
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
及
び
ト
ン
ネ
ル

支
柱
を
除
去
す
る
。

・ 

急
な
温
度
･
湿
度
変
化
は
ナ
ス
に
大
き
な
負
担
を
か
け
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
除

去
ま
で
に
は
、
換
気
穴
を
20

㎝
程
度
に
広
げ
、
外
気
に
慣
ら
し
て
お
く
。

【
は
ま
合
わ
せ
】

・ 

ト
ン
ネ
ル
を
除
去
し
た
後
、
畝
上
に
追
肥
を
行
う
。

・ 

黒
マ
ル
チ
や
稲
ワ
ラ
で
マ
ル
チ
ン
グ
を
行
う
。

 

黒
マ
ル
チ
を
使
用
す
る
場
合
は
ピ
ン
で
固
定
し
、
稲
ワ
ラ
は
麻
ひ
も
等
で
固
定
す
る
。

作業はトンネル内で行う

頂芽や幼葉には避け、花のみに散布を

行う

ホルモン処理はトンネルの側面に穴を

開け、霧吹きのノズルを差し込み散布

する

・定植時の灌水で十分に土壌を湿らせておくことで、トンネルを設
置している間は、ほとんど灌水は必要ない。
・トンネル内の表土の様子を見ながら、乾燥するようであればトン

ネルの穴から株元へ灌水する。
・トンネル除去後、生育初期は株元に、その後はマルチの下など根

の広がりに合わせた場所に灌水する。
・乾燥が続くようであれば畝間に通水し、圃場全体に水を行き渡ら

せる。 

灌水のポイント

はま合わせのポイント

・マルチを張った後は雨水が
入り込みにくくなるため、
雨の後や灌水後にマルチン
グを行うと良い。
・次項のアーチパイプの設置

作業と前後しても構わない。
・透明マルチの上も覆うよう

黒マルチを掛け合わせると
株元の雑草の発生も防ぐこ
とができる。 
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7 
ア
ー
チ
パ
イ
プ
設
置

8 

整
枝
②
・
誘
引

・ 

ナ
ス
の
誘
引
は
専
用
の
ア
ー
チ
パ
イ
プ
を
利
用
す
る
。

・ 

２
ｍ
程
度
の
間
隔
で
畝
を
跨
ぐ
よ
う
に
パ
イ
プ
を
刺
す
。

・ 

ア
ー
チ
パ
イ
プ
の
上
か
ら
50

㎝
程
度
の
と
こ
ろ
に
、
直
管
パ
イ
プ
を
水
平
に
固

定
す
る
。

・ 

株
上
の
パ
イ
プ
間
に
胡
瓜
ネ
ッ
ト
を
４
段
程
度
張
り
、
誘
引
を
行
っ
て
い
く
。

・ 

３
本
仕
立
て
を
基
本
と
し
、
側
枝
が
畝
の
向
き
に
対
し
垂
直
方
向
に
交
互
に
２

本
、
１
本
と
な
る
よ
う
株
を
振
り
分
け
る
。
枝
の
方
向
に
よ
り
、
振
り
分
け
で

負
担
が
掛
か
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
誘
引
す
る
。

・ 

整
枝
作
業
は
側
枝
の
着
果
節
位
の
上
で
摘
心
を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
、
日
当

た
り
や
風
通
し
を
考
慮
し
て
、
葉
が
重
な
り
合
わ
な
い
よ
う
に
行
う
。　
　

中央のマルチに沿ってアーチパイプを刺す

（注）はま合わせを先に行った場合は紐などを目印に真っ直ぐ

上から 50 ㎝程度のところに直管パイプ

を渡し固定する

40 ㎝程度の間隔でネットを張る

（注） 葉が重なると下の葉は光合成

の力が弱まるとともに、湿気

が溜まり病気の原因となる

畝を上からみた様子

整枝作業の様子

（注） 葉が混み合っていなければ

無理に摘葉しなくて良い

株全体に光が当たるように

ネットに枝を通す

整枝のポイント

・一度に多くの葉や枝を落とすと
木に負担が掛かるため、１日に
落とす葉数は３枚程度を目安に
こまめに行う。 
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・
収
穫
は
早
朝
に
行
う

な
い

・
収
穫
量
の
少
な
い
日
は
、
同
時
に
整
枝
作
業
を
行
う
と
良
い
。

花托部を親指

で押すと、は

さみを使わず

に収穫できる

花落ち部分は病気の発生源になりや

すいため、できるだけ取り除く
コンテナを２個用意し、ナスと整枝後

の茎葉を分けておくと効率的

８㎝～12㎝程度で収穫

・
箱
詰
め
後
は
出
荷
ま
で
日
陰
で
保
管
す
る
。

向きを揃え丁寧に並べていく

等階級別に箱を複数用意し、

選別と同時に箱詰めを行う

完成品

※傷や変形のあるもの

は出荷できない

出荷まで日陰で保管

9 
収
穫

10 

調
整
・
出
荷

・ 

収
穫
は
早
朝
に
行
う
。

・ 

収
穫
物
を
傷
つ
け
な
い
な
い
よ
う
に
ゴ
ム
手
袋
を
着
用
す
る
。

・ 

収
穫
量
の
少
な
い
日
は
、
同
時
に
整
枝
作
業
を
行
う
と
良
い
。

・ 

収
穫
後
は
、
速
や
か
に
日
の
当
た
ら
な
い
室
内
へ
運
び
調
整
作
業
を
行
う
。

・ 

傷
、
虫
害
の
あ
る
も
の
や
、
形
の
悪
い
も
の
を
取
り
除
き
な
が
ら
、
規
格
･
階

級
ご
と
に
丁
寧
に
箱
詰
め
を
行
う
。

・ 

箱
詰
め
後
は
出
荷
ま
で
日
陰
で
保
管
す
る
。　
　

８～ 12 ㎝程度で収穫

コンテナを２個用意し、ナスと整枝後の茎葉

を分けておくと効率的

出荷まで日陰で保管

向きを揃え丁寧に並べていく

完成品

花落ち部分は病気の発生源になりやす

いため、できるだけ取り除く

等階級別に箱を複数用意し、

選別と同時に箱詰めを行う

（注） 傷や変形のあるもの

は出荷できない

花托部を親指で

押すと、はさみ

を使わずに収穫

できる
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が
か
っ
て

収
穫

徐々に肥大

この程度に黄化したら収穫

11 
採
種
用
母
本
選
抜

12 

採
種

・ 

７
月
上
旬
頃
に
形
や
色
つ
や
の
良

い
果
実
を
選
び
目
印
を
つ
け
る
。

・ 

１
果
か
ら
５
０
０
粒
程
度
採
種
で

き
る
こ
と
を
考
慮
し
、
必
要
数
の

果
実
を
確
保
す
る
。

・ 

９
月
下
旬
頃
（
着
果
か
ら
約
90

日

後
）
、
果
実
色
が
黄
味
が
か
っ
て

き
た
ら
収
穫
を
行
う
。

【
追
熟
】

・ 

種
子
の
充
実
の
た
め
、
収
穫
後
１
～
２
週
間
程
度
は
日
陰
で
追
熟
を
行
う
。　

【
採
種
】

・ 

追
熟
後
、
果
実
が
軟
ら
か
く
な
っ
た
こ

と
を
確
認
し
、
種
子
を
傷
つ
け
な
い
よ

う
手
で
裂
い
て
い
く
。

・ 

水
を
張
っ
た
容
器
を
用
意
し
、
断
面
を

水
で
濡
ら
し
な
が
ら
、
指
で
種
子
を
落

と
し
て
い
く
。

・ 

水
に
浮
く
種
子
は
未
熟
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
た
め
取
り
除
き
、
水
に
沈
ん
だ

種
だ
け
を
集
め
る
。

・ 

果
肉
等
の
不
純
物
を
取
り
除
き
、
水
気

を
取
っ
た
後
、
日
陰
で
乾
燥
さ
せ
る
。

【
保
存
】

・ 

種
子
は
、
密
閉
さ
れ
て
い
な
い
容
器
や
紙
封
筒
、
布
袋
等
に
入
れ
、
湿
度
40

％

以
下
、
温
度
15

度
程
度
の
環
境
下
で
保
存
す
る
。

・ 

採
種
後
、
３
年
程
度
で
発
芽
率
が
落
ち
始
め
る
の
で
、
早
め
に
使
い
切
る
。

徐々に肥大

この程度に黄化したら収穫
採種を行う果実に目印をつける

種子の充実しない上部 1/3 は

取り除く

が
高
い
た
め
取
り
除
き
、
水
に
沈
ん
だ

を
取
っ
た
後
、
日
陰
で
乾
燥
さ
せ
る
。
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【
主
な
病
気
・
害
虫
】　

13 
片
付
け

14 

病
害
虫
防
除

・ 

ア
ー
チ
パ
イ
プ
や
マ
ル
チ
を
撤
去
す
る
。

・ 

株
を
抜
き
圃
場
の
外
へ
搬
出
し
処
分
す
る
。

・ 

同
じ
圃
場
で
同
一
の
作
物
の
栽
培
を
続
け

る
と
、
連
作
障
害
が
発
生
し
や
す
く
な

る
。
連
作
は
最
長
で
も
４
～
５
年
と
し
、

適
正
量
で
の
施
肥
管
理
、
有
機
物
の
投

入
、
客
土
や
深
耕
等
を
行
う
こ
と
で
連
作

障
害
を
回
避
す
る
。

・ 

栽
培
を
重
ね
る
と
、
徐
々
に
下
層
の
土
壌

が
固
ま
り
、
排
水
性
が
低
下
す
る
。
10

年

に
１
度
は
栽
培
終
了
後
に
、
重
機
で
深
さ

１
ｍ
以
上
の
天
地
返
し
を
行
う
。
下
層
の

清
潔
な
土
壌
を
表
土
に
し
、
下
層
土
が
軟

ら
か
く
な
る
こ
と
で
、
排
水
性
が
改
善
さ

れ
る
。

・ 

日
常
の
収
穫
や
管
理
と
併
せ
、
生
育
状
況
等
を
観
察
し
、
病
害
虫
の
早
期
発
見

と
初
期
防
除
に
努
め
る
。

・ 

病
害
虫
は
、
年
に
よ
っ
て
発
生
の
程
度
に
差
は
あ
る
が
、
繰
り
返
し
発
生
す
る

の
で
、
発
生
時
期
や
防
除
実
績
を
日
誌
等
に
記
録
し
、
翌
年
以
降
の
防
除
に
活

か
す
。

・ 

農
薬
は
「
野
菜
類
」
ま
た
は
「
ナ
ス
」
の
登
録
の
あ
る
も
の
を
使
用
す
る
。

・ 

農
薬
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
最
新
情
報
を
入
手
す
る
と
と
も
に
、
ラ
ベ
ル
の

記
載
内
容
を
必
ず
確
認
し
て
使
用
す
る
。

・ 

農
薬
の
最
新
情
報
は
、
農
林
水
産
省
「
農
薬
コ
ー
ナ
ー
」
を
参
照
。

 

Ｕ
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u
/

連作障害

・特定の肥料成分が多かったり、不足した状態が続く
と、微量要素の過剰症や欠乏症が発生する。
・特定の細菌やウイルスなどが土壌中に増加したり、
特定の土壌害虫が生息地として定着することで、作
物が侵される。

【オオタバコガ】

若齢幼虫は新芽や葉を食害し、中齢期以降

は果実を食害し内部に侵入する

【褐色円星病※】

葉のみに発生し、周縁が褐色、中心部が灰

褐色の病斑が現れる

【青枯れ病】

葉色を保ったまま日中高温時の萎れとして症

状が現れ、次第に萎れが回復しなくなる

【ニジュウヤホシテントウ】

成虫や幼虫が葉を食害する

成虫

幼虫※
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